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 事業概要 

今後の航空旅客需要予測に対応して, 日本の空港国際競争力を強化し, 乗客の利便性を向上させる

ため, 主要空港では離発着回数を増やすことが検討されている. このような背景の中で, 空港周辺地

域の騒音低減を実現するため, 航空機の高揚力装置及び降着装置から発生する機体騒音を低減する技

術の成熟度を高める必要がある. 本プロジェクトでは, 国内空港へ就航する機体を数多く製造する海

外機体メーカと旅客機機体騒音低減技術の実用化を目指す活動の一環として, 旅客機を用いた飛行実

証計画の立案を行う. また, 国内メーカとも連携しながら機体騒音を低減するため, スパコン利用を

前提に数値解析技術を用い, 実用的な低騒音化設計を旅客機に対し行う. 本事業コードでは, 低騒音

化設計による機体空力への影響を探るための解析を実施した. 
 

参考 URL: http://www.aero.jaxa.jp/research/ecat/fquroh/ 

 

 JAXAスーパーコンピュータを使用する理由と利点 

空力的に重要な部分は細部まで模擬した形状での Reynolds-averaged Navier-Stokes (RANS) 解析を, 

想定されている飛行エンベロープ内で, 想定されている複数の飛行形態にて実施可能であるため. ま

た, 風洞試験のみでは困難な, 低騒音化デバイスなどの空力的な影響を事前に十分に評価し, 確認す

るため. 

 

 今年度の成果 

本プロジェクトで開発した機体騒音低減技術を旅客機に適用して飛行実証することに加え, 同じ技

術が一般的な機体形状に対しても有効であることを示すため, 最新の旅客機形状を模擬した離着陸形

態の標準模型 (High-Lift Common Research Model - CRM-HL; 図 1) に対して適用し, 騒音低減量を

旅客機機体騒音低減技術飛行実証(FQUROH-2)空力解析 
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評価する事を計画している. 今年度はその風洞試験模型の設計・製作の仕様確定のために, 高揚力装置

の配置設計等の定常 Reynolds-averaged Navier–Stokes (RANS) 解析を実施し, 計画通り風洞試験模型

の設計を開始する事ができた. また, 定常 RANS 解析ツールの検証のため, CRM-HL を用いた高揚力

装置空力特性予測の CFD ワークショップの課題に対応する定常 RANS 解析を進めた (図 2). 

 

 

図 1: CRM-HL 形状 

 

 

図 2: 風洞テストセクション内での CRM-HL 半裁模型形状周りの全圧分
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 成果の公表 
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田中健太郎, 伊藤靖, 村山光宏, 古谷龍太郎, "TAS による CRM-HL の風洞壁を考慮した RANS 定常

空力解析," 第 55 回流体力学講演会/第 41 回航空宇宙数値シミュレーション技術シンポジウム, JAXA-
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 JSS利用状況 

⚫ 計算情報 

 

 

⚫ JSS3 利用量 

総資源に占める利用割合※1 (%)： 0.54 

 
     

内訳 

計算資源 

計算システム名 CPU 利用量(コア・時) 資源の利用割合※2 (%) 

TOKI-SORA 14,663,836.61 0.66 

TOKI-ST 2,685.70 0.00 

TOKI-GP 0.00 0.00 

TOKI-XM 0.00 0.00 

TOKI-LM 0.00 0.00 

TOKI-TST 0.00 0.00 

TOKI-TGP 0.00 0.00 

TOKI-TLM 0.00 0.00 

 

ファイルシステム資源 

ファイルシステム名 ストレージ割当量(GiB) 資源の利用割合※2 (%) 

/home 55.94 0.05 

/data 及び/data2 9,665.96 0.06 

/ssd 669.34 0.06 

 

アーカイバ資源 

アーカイバシステム名 利用量(TiB) 資源の利用割合※2 (%) 

J-SPACE 714.27 2.57 
 

※1 総資源に占める利用割合：3 つの資源(計算,ファイルシステム,アーカイバ)の利用割合の加重平均 

※2 資源の利用割合：対象資源一年間の総利用量に対する利用割合 

 

 

 

 

  

プロセス並列手法 MPI 

スレッド並列手法 OpenMP 

プロセス並列数 32 - 800 

１ケースあたりの経過時間 11 時間 
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⚫ ISV 利用量 

ISV ソフトウェア資源 

 利用量(時) 資源の利用割合※2 (%) 

ISV ソフトウェア(合計) 278.85 0.13 

 

※2 資源の利用割合：対象資源一年間の総利用量に対する利用割合 

  


